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問問

国
が
示
し
た
狩
野
川
の
気
象
変
動
に
よ

る
降
雨
量
等
想
定
数
値
は
。

答答

国
土
交
通
省
は
、
今
後
、
気
候
変
動
に

よ
り
気
温
が
２
度
上
昇
し
た
場
合
、
想
定
さ

れ
る
降
雨
量
は
現
在
の
約
１
・
１
倍
と
な
り
、

狩
野
川
の
流
量
も
約
１
・
２
倍
、
洪
水
発
生

頻
度
は
約
２
倍
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

問問

狩
野
川
放
水
路
の
拡
幅
に
よ
る
放
水
量

の
数
値
案
は
。

答答

今
後
の
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
見
直
し

案
と
し
て
、
放
水
路
に
分
派
す
る
最
大
水
量

を
、
現
状
の
毎
秒
２
千
立
方
㍍
か
ら
放
水
路

の
改
築
等
に
よ
っ
て
毎
秒
３
４
０
０
立
方
㍍

に
変
更
検
討
す
る
。

問問

事
業
化
さ
れ
る
場
合
の
事
業
着
手
の
時

期
は
。

答答

国
土
交
通
省
か
ら
は
、
河
川
整
備
基
本

方
針
の
見
直
し
を
令
和
５
年
度
中
に
行
い
、

そ
の
後
、
中
長
期
的
な
整
備
内
容
を
定
め
る

河
川
整
備
計
画
の
見
直
し
に
着
手
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
狩
野
川

放
水
路
を
改
築
す
る
具
体
的
な
時
期
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
未
定
と
な
っ
て
い
る
。

問問

狩
野
川
本
川
の
流
下
能
力
の
向
上
に
伴

う
各
支
川
の
効
果
に
つ
い
て
は
。

答答

各
支
川
に
お
け
る
内
水
被
害
も
軽
減
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
狩
野
川

本
川
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
各
支
川
に
お
け

る
内
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

国
・
県
・
流
域
市
町
が
一
体
と
な
り
流
域
全
体

で
対
策
を
行
う
流
域
治
水
対
策
も
進
め
て
い

る
。

問問

整
備
計
画
の
中
で
、
流
域
治
水
の
役
割

分
担
と
し
て
、
気
候
変
動
に
よ
る
流
量
の
増

分
を
流
域
で
負
担
す
る
と
あ
る
が
、
本
市
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

答答

流
域
治
水
対
策
の
市
の
や
る
べ
き
こ
と

と
し
て
、
市
の
管
理
で
あ
る
堂
川
河
川
の
拡

幅
、
長
瀬
の
た
め
池
の
事
前
放
流
、
立
地
適

正
化
計
画
に
定
め
る
防
災
指
針
の
対
策
、
市

民
が
主
体
的
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
、
そ
の
よ
う
な
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
を
挙
げ
て
い
る
。

問問

本
年
度
の
自
転
車
の
道
路
に
関
す
る
整

備
は
。

答答

狩
野
川
の
堤
防
の
道
路
に
案
内
看
板
を

14
カ
所
、
注
意
喚
起
の
路
面
表
示
10
カ
所
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

問問

昨
年
危
険
箇
所
と
し
て
質
問
し
た
、
神

島
橋
・
狩
野
川
大
橋
を
安
全
に
横
断
す
る
た

め
の
整
備
に
つ
い
て
は
。

答答

神
島
橋
た
も
と
の
横
断
歩
道
は
協
議
を

重
ね
て
お
り
、
10
月
の
狩
野
川
神
島
公
園
供

用
開
始
ま
で
に
は
設
置
の
予
定
で
あ
る
。
ま

た
狩
野
川
大
橋
に
つ
い
て
は
、
現
在
堤
防
の

改
修
と
併
せ
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
よ
う
な
整

備
が
出
来
な
い
か
協
議
中
で
あ
る
。

問問

狩
野
川
神
島
公
園
は
多
く
の
サ
イ
ク
リ

ス
ト
が
集
う
観
光
の
拠
点
と
な
る
と
の
事
だ

が
、
管
理
事
務
所
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持

つ
の
か
。

答答

市
内
周
遊
コ
ー
ス
の
紹
介
な
ど
観
光
案

内
所
と
し
て
、
ま
た
自
転
車
の
整
備
が
出
来

る
場
所
と
し
て
サ
イ
ク
ル
ピ
ッ
ト
指
定
の
申

請
を
し
て
い
く
。

問問

脱
炭
素
社
会
の
推
進
、
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ

を
目
指
す
な
ら
、
自
転
車
の
購
入
費
補
助
金

を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答答

自
転
車
購
入
費
補
助
金
の
他
市
町
の
状

況
を
見
る
と
買
い
替
え
が
多
く
、
新
規
の
自

転
車
利
用
者
拡
大
に
な
っ
て
い
な
い
事
か
ら
、

こ
の
補
助
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

当
市
で
は
体
験
会
や
講
習
会
を
開
き
、
自
転

車
が
身
近
で
楽
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
広

め
る
事
で
脱
炭
素
の
取
り
組
み
の
一
助
と
し

た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
あ
り
方

問問

国
が
創
設
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
、
都
会
か
ら
過
疎
地
に
来
て
活
動
を
し
、

最
終
的
な
目
的
は
移
住
定
住
で
あ
る
。
全
国

の
定
住
率
65
％
に
対
し
、
当
市
は
40
％
と
低

い
が
、
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

答答

低
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
定
住
に

至
ら
な
か
っ
た
理
由
は
自
己
都
合
と
い
う
こ

と
を
聞
い
て
い
る
。

問問

募
集
方
法
の
見
直
し
、
ま
た
派
遣
先
が

観
光
関
係
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答答

課
題
意
識
は
持
っ
て
い
る
。
今
後
運
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

狩野川放水路

狩
野
川
放
水
路
へ
の
分
派
放

流
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

二
藤
武
司

自
転
車
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

山
口
貴
子

● 一般質問 ●今回は 13 人が行い当局の考え方を質問しました。
インターネットによる生中継の映像配信を行いました。
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問問

伊
豆
中
央
道
は
、
渋
滞
緩
和
の
目
的
で

国
道
１
３
６
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
整
備
さ

れ
た
の
で
無
料
化
す
れ
ば
国
道
１
３
６
号
の

渋
滞
は
緩
和
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答答

伊
豆
縦
貫
道
が
未
整
備
で
仮
に
つ
な
げ

た
た
め
渋
滞
し
て
い
る
と
思
う
。

問問

平
成
24
年
に
西
富
士
道
路
が
無
料
化
さ

れ
バ
イ
パ
ス
は
１
・
７
倍
に
増
え
た
が
、
１

３
９
号
は
０
・
７
倍
に
減
っ
て
地
元
企
業
の

物
流
に
貢
献
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

答答

そ
の
通
り
で
物
流
に
は
効
果
が
あ
っ
た
。

問問

な
ぜ
、
伊
豆
の
国
市
民
が
犠
牲
に
な
っ

て
沼
津
市
静
浦
バ
イ
パ
ス
や
伊
豆
市
修
善
寺

橋
架
け
替
え
に
財
源
が
使
わ
れ
る
の
か
。

答答

生
活
道
路
の
流
入
対
策
、
道
路
の
新
設

改
良
を
や
っ
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

問問

県
に
対
し
ど
ん
な
代
償
を
求
め
た
か
。

答答

丁
寧
な
説
明
、
江
間
地
区
の
道
路
整

備
・
か
わ
ま
ち
公
園
周
辺
の
道
路
整
備
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
の
導
入
、
市
民
向
け
割
引
制
度
の
４
点
。

問問

過
去
に
は
昭
和
60
年
伊
豆
中
央
道
が
開

通
し
た
時
、
江
間
い
ち
ご
狩
り
セ
ン
タ
ー
の

交
差
点
を
平
面
交
差
と
し
、
か
つ
ら
ぎ
山
を

通
る
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
。
平
成
26
年
の
合

併
採
算
性
の
時
は
、
大
仁
南
イ
ン
タ
ー
の
料

金
所
を
無
料
化
し
、
現
在
も
出
入
り
口
に
錆

び
た
料
金
徴
収
ボ
ッ
ク
ス
が
残
っ
て
い
る
。

南
イ
ン
タ
ー
か
ら
神
島
橋
ま
で
の
東
側
側
道

に
通
行
で
き
な
い
よ
う
ポ
ー
ル
が
立
て
ら
れ

て
い
る
。
今
回
何
が
確
約
さ
れ
た
の
か
。

答答

確
定
は
な
い
。
６
月
末
に
要
望
す
る
。

問問

市
長
は
３
月
定
例
会
で「
約
束
を
た
が

え
る
行
為
を
行
う
側
に
お
い
て
、
何
ら
か
の

代
償
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
一
概
に
反
対

を
言
う
の
で
は
な
く
、
市
民
の
た
め
に
な
る

代
償
措
置
を
検
討
協
議
し
て
い
き
た
い
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
市
に
代
償
措
置
が
示
さ
れ

な
い
の
で
あ
れ
ば
反
対
を
表
明
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答答

実
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
は
責
任

あ
る
立
場
で
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問問

市
民
は
情
報
が
な
く
知
ら
な
い
。
市
か

ら
市
政
懇
談
会
の
よ
う
な
形
で
説
明
を
行
う

考
え
は
。

答答

こ
ち
ら
か
ら
語
る
会
を
検
討
す
る
。

問問

市
長
公
約
は
達
成
で
き
た
か
。

答答

首
都
圏
で
本
市
の
物
産
や
観
光
等
を
発

信
。
英
語
圏
と
の
交
流
の
実
現
化
。
市
役
所

内
の
組
織
の
活
性
化
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
倫

理
規
程
の
整
備
に
成
果
を
上
げ
た
。

問問

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
移
行
し
、
市
民
の

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
を
再
開

し
活
性
化
さ
せ
る
支
援
策
は
。

答答

青
少
年
団
体
等
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し

て
い
る
団
体
も
あ
る
。
広
報
活
動
、
事
業
へ

の
助
言
等
支
援
し
て
い
く
。
施
設
使
用
料
減

免
の
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

問問
「
市
民
が
主
役
」を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

市
長
は
市
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

答答
「
市
長
と
語
ろ
う
」は
５
団
体
、
市
政
懇

談
会
は
20
区
か
ら
申
し
込
み
が
あ
る
。
市
民

か
ら
の
意
見
、
提
案
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

公
平
・
公
正
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

新
教
育
長
の
就
任
に
あ
た
り
所
信
を
伺
う

問問

ど
の
よ
う
な
信
念
で
取
り
組
む
か
。

答答

本
市
教
育
大
綱
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
安
心
、
健
や
か
な
育
成
、
人
づ

く
り
、
教
育
環
境
整
備
の
実
現
を
目
指
す
。

立
場
と
責
任
を
自
覚
し
重
点
施
策
推
進
に
取

り
組
む
。

問問

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
は
。

答答

マ
ス
ク
着
用
や
行
動
制
限
等
は
発
達
段

階
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い

環
境
で
は
な
か
っ
た
。
心
身
の
発
達
へ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。
今
後
は
心
身
の
ケ
ア
、

学
習
支
援
等
、
関
係
機
関
と
連
携
す
る
。

問問

少
子
化
を
見
据
え
た
学
校
運
営
と
施
設

整
備
に
つ
い
て
今
後
の
計
画
は
。

答答

教
育
施
設
の
長
寿
命
化
、
建
て
替
え
等

は
計
画
的
に
対
処
す
る
。
学
校
統
合
に
向
け

た
議
論
も
必
然
的
に
行
っ
て
い
く
。

問問

教
育
費
比
率
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答答

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

の
た
め
に
、
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
。

問問

一
人
一
人
の
個
性
と
多
様
性
を
重
ん
じ

た
人
づ
く
り
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答答

自
己
肯
定
感
を
高
め
、
自
由
に
表
現
で

き
る
環
境
、
多
様
な
学
び
の
機
会
が
大
切
。

伊
豆
中
央
道
・
修
善
寺
道
路

の
有
料
期
限
延
長
に
つ
い
て

内
田
隆
久

伊豆中央道大仁南インター
入口料金徴収ボックス

山
下
市
長
に
任
期
前
半
の
総

括
と
今
後
の
方
針
を
伺
う

高
橋
隆
子

● 一般質問 ● 議員の氏名の下にＱＲコードを掲載しました。一般質問の録画
映像をスマートフォン・タブレットなどでご覧いただけます。
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問問

福
祉
や
医
療
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答答

支
援
が
必
要
な
方
に
、
市
職
員
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

等
が
積
極
的
に
出
向
き
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

問問

身
近
な
学
校
施
設
を
移
動
相
談
所
と
し

て
住
民
に
も
開
放
し
利
活
用
で
き
な
い
か
。

答答

先
生
方
が
抱
え
て
い
る
相
談
に
対
す
る

不
安
と
か
知
識
へ
の
補
い
等
、
特
に
医
療
分

野
の
民
間
の
方
々
が
学
校
の
施
設
を
う
ま
く

活
用
し
て
巡
回
相
談
な
ど
に
対
応
し
て
い
た

だ
け
る
の
は
有
り
難
く
今
後
の
検
討
次
第
で

は
あ
り
得
る
と
考
え
る
。

官
民
連
携
地
域
活
性
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問問

官
民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
。

答答

多
様
な
団
体
・
個
人
が
つ
な
が
る
機
会

を
提
供
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

本
年
５
月
に
立
ち
上
げ
た
。
民
民
連
携
に
も

つ
な
が
る
支
援
を
行
い
市
民
主
導
の
地
域
活

性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

問問

市
長
の
施
策
の
立
案
に
官
民
連
携
は
活

か
さ
れ
て
い
る
か
。

答答

総
合
計
画
審
議
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
い
て
専
門
的
な
知
識
・
実
務
家
の
方

で
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
な
役
割
を
し
て
い
る
。

ご
意
見
を
行
政
経
営
会
議
で
全
市
的
な
視
点

で
検
討
し
各
部
局
へ
下
ろ
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
婚
活
の
推
進
を

問問

本
市
の
婚
姻
に
対
す
る
現
状
と
婚
活
支

援
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

答答

静
岡
県
内
の
婚
姻
率
で
当
市
は
21
位
と

低
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
静
岡
県
と
県

内
全
市
町
に
よ
り「
ふ
じ
の
く
に
結
婚
応
援

協
議
会
」が
設
置
さ
れ「
ふ
じ
の
く
に
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
運
営
し
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

市
単
独
で
実
施
す
る
よ
り
も
経
費
や
効
率
性

の
面
で
効
果
的
で
あ
り
今
後
も
継
続
し
て
い

く
。
当
市
で
の
出
張
登
録
会
が
決
定
し
た
の

で
広
報
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。 

ふじのくに
出会いサポートセンター

昨年度から引き続き、伊豆の国市議会は
「情報通信機器導入特別委員会」を設置しました

令和５年３月 23 日の伊豆の国市議会３月定例会において、情報通信機器導入特別委員会の委員長より、
議長へ下記のとおり報告し、調査終了となりました。
　本特別委員会は、６カ月という短期間での調査であったものの、議会運営にタブレットを導入した場合の有効性を確認
することができた。また、この調査結果を受け、導入の目的である議会活動のさらなる活発化や効率化、SDGs 達成へ
の取り組みなどを実現していくため、本特別委員会ではタブレット端末の導入を進めるべきであるという結論に至った。
　今後、予算化への要望を視野に会議システムの更なる検証や具体的な機種選定等を引き続き、特別委員会等を設置して
行うべきである。

　設　置　目　的
　伊豆の国市議会では、平成 25 年３月定例議会で伊豆の
国市議会基本条例を制定し、条例に基づき議会運営を行っ
てきましたが、さらなる議会改革の推進が市民の負託を受
けた議会の責務であると考えています。
　その責務を果たすため、伊豆の国市議会では特別委員会
を設置し、下記の調査・検討を行います。

　調査・検討事項
　議会運営への情報通信機器の導入に向けた、タブレット
導入と情報通信機器使用基準の検討

　委　員
長谷川　浩（委員長）、　小澤五月江（副委員長）、
二藤武司、井川弘二郎

市
民
が
安
心
で
き
る
地
域
密

着
型
の
福
祉
医
療
体
制
の
構

築
に
む
け
て天

野
佐
代
里

● 一般質問 ●

令和４年９月 30 日に設置した情報通信機器導入特別委員会の報告

今回は 13 人が行い当局の考え方を質問しました。
インターネットによる生中継の映像配信を行いました。


